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【教育実践報告】 
発音教育について～英語への音声干渉を理解する～ 
On Education of English Pronunciation: 
an attention to phonetic interference 
 
森 晴代 
 
１．はじめに 
 
 英語音声学では以下の全項目を授業で取り扱う。 
 
（１）発声器官の名称及び機能 
（２）IPAと基本母音 
（３）英語の母音の分類と発音方法、日本語の母音との違い 
（４）英語の子音の分類と発音方法、日本語の子音との違い 
（５）語強勢、句強勢 
（６）文強勢とリズム、英語と日本語のリズムの違い 
（７）音声変化～ 脱落、連結、同化 
（８）イントネーション、核音調の種類と心理的側面 
 
コミュニケーションにおいて音声面は他者と関わる際、表面に最も現れる。円滑に行うためには「相手
が理解しやすい発音」を目指すことが大切である。それは英語のみならず母語である日本語においても
同様の意識である。上に挙げた（１）から（８）の授業項目は「意味」を誤解無く相手に伝えるために
必須の音声現象である。日本語には日本語の、英語には英語のそれぞれの形があるため、日本語を母語
とする我々には存在しない音声特徴は定着に時間がかかり、日本語と似た特徴に対しては代用に気をつ
けなくてはならない。 
 本稿では英語母音（単一母音のみ）の習得に関わる母語干渉について、矯正方法の一案を提示する。
ポイントは２つある。一つは英語母音への日本語母音の代用範囲の理解、もう一つは音声解析ソフト
Praatを使用し自己の発音を見直すことである。英語と日本語の音が違うということを認識するには発音
記号の理解が有効であるため、英語音声学の授業では発音記号の勉強を徹底して行う。 
 授業ではJones式の母音四角形を使用する。IPA（国際音声字母）は事前にプリントを学生に配布し見
方を説明する。方言はGeneral American（一般米語：東は大西洋岸の中部地域から西は太平洋岸までの
広い地域で話されている）を使用する。基本母音は補助記号をつけて各言語の音の位置を示すため、煩
雑さによる混乱を避けるべく説明のみにとどまる。英語母音と日本語母音を以下に示す。 
 
＜英語＞                    ＜日本語＞ 
（１）長母音：/i:, ɑ :, ɔ :, u:, ɚ:/            「ア」:/a/ 
（２）短母音：/ɪ, e, æ, ʌ, ə, ɚ, ɑ , ʊ /           「イ」:/i/ 
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（３）二重母音：/eɪ, aɪ, aʊ, oʊ, ɔɪ/                     「ウ」:/ɯ/  
（４）R音化母音：/ɪɚ, eɚ, ɑ ɚ, ɔɚ, ʊɚ/                  「エ」:/e/ 
                                                    「オ」:/o/ 
 
本稿で使用する英語母音の発音記号はジーニアス英和大辞典(2001)を使用する。British RPにフォーカス
したGimson(2008)の発音記号では米方言が通常使用されていない。Wells(1990)の発音記号は 
米方言のＲ音化の書き方がわかりづらい。Ladefoged(1993)の発音記号には長母音記号が使われないため
馴染みがないことから、日本で出版されていて且つ英語音声学で使用する発音記号を採用しているジー
ニアス英和大辞典を選択した。日本語母音はLadefoged(1993)と斎藤(2009)を参考にした。 
 
２．英語母音への日本語母音代用範囲の把握と発音改善方法 
 
 以下の図はJones博士により考案された英語の母音四角形である。British RP（容認発音：話者の数は
国民全体の約4％）と、General Americanの両方を提示するが、あまり変わりはない。後舌低非円唇母音
/ɑ (:)/がBritish RPにはなく、後舌低円唇母音/ɒ /がGeneral Americanにはないだけである。 
 
                                                
 
 
 
 
 
 
Fig1. Gimson(2008:320)                            Fig2. Ladefoged(1993:38)  
 
Fig.1、2は調音における舌の最高到達点の相対的関係をひとまとめにしたものである。縦軸は舌の最も
盛り上がる位置として前舌、中舌、後舌、横軸は舌の高さを示し高舌、中舌、低舌と表す。舌の高低は
口の開き具合と連動するため閉鎖、半開、開と記述されることもある。唇の丸め具合は前舌母音が全て
非円唇、後舌母音は/ɑ (:)/を除いて円唇となる。舌や唇の緊張、弛緩については/ɑ (:)/以外の長母音は緊
張、その他の母音は弛緩となる（Gimson2008:104-33)。 
 英語の母音は上記の単一母音13個に加えて二重母音が5個、R音化母音が5個、計23個ある（方言は含
まない）。5つの母音しか持たない日本語話者は、約5倍の数を持つ英語の母音習得を目指すために口の
中の空間を23区分する感覚を持つ必要がある。Gimson(2008:100-104)は、外国人の英語母音習得につい
て次のように述べている。 
 
(1) ----the English system is one of the less common and more complex types.  It is therefore completely 
predictable that most foreign learners will have trouble attaining the vowel system of any variety of English 
including RP.  Difficulty is most predictable in those areas where vowels are closest within the vowel space; 
thus confusions are very likely within any of the following groups: /i:,ɪ/, /e,æ,ʌ/, /ɒ ,ɑ :,ɔ :/, /u:,ʊ/. 
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Gimsonによれば上記４つの音素グループは母音空間における位置が最も近いため、外国人学習者にとっ
ては習得に困難をきたすとのことである。実際日本語話者はどのようにこれらの音の位置を把握してい
るのだろうか。Fig 3は英語母音の母音空間に日本語母音を配置したものである。日本語の母音空間にお
ける位置は竹林(2008:21-40)を参考にした。 
 
 
 
 
 
 
                    Fig3. Ladefoged(1993)への日本語母音の書き込みは筆者による  
 
Fig3を見ると、英語母音は口の中の空間を細かく区分し、舌の前後高低の利用の幅も広い。一方日本語
母音は/i, e, o, ɯ/が英語母音より中舌側に位置している。母音それぞれの空間認知の幅も広い。英語母音
への日本語母音の代用範囲を図示すると以下のようになる。ここからは英語母音は発音記号で、日本語
母音はカタカナで説明を進める。 
 
2-1. 日本語「ア」の代用範囲と発音練習における注意点 
 
 Fig4は日本語「ア」の代用範囲である。代用範囲にあたる母音空間を網掛けで示す。 
 
 
          
 
 
      Fig 4 日本語「ア」の 代用範囲                                       
 
5つの母音の中で最も広い母音空間を「ア」と認知しているのがわかる。具体的には/æ, ʌ, ə, ɚ, ɑ (:)/の
５つである。二重母音/aɪ, aʊ/の開始音である/a/は日本語母音表記と同じだが、位置は若干異なる。英
語の/a/が前舌にあるのに対し、日本語/a/は中舌にある。英語では単音で発音されることがないので今
回は対象母音から除外する。 
 例えば発音練習でよくlack - lock - luckを使用するが、/æ, ɑ , ʌ/全てに「ア」を代用する傾向が強く、
3語とも同じ発音に聞こえてしまう。前舌高閉鎖非円唇弛緩母音/æ/は、舌先を下歯に付けた状態で口を
思っているよりも大きく開いて「エア」と素早く発音する必要がある。口の開き方が少ないと/e/の領域
に入ってしまうし舌先が下歯から離れると/ɑ /の領域にまで後舌に引かれることが音声解析ソフトで
確認されている。後舌低開非円唇弛緩母音/ɑ /は「ア」よりも喉の奥を使って発音するため、軟口蓋を
上部に持ち上げ口の奥の空間を広くもつ必要がある。後舌と軟口蓋がくっついた状態だと後舌母音の発
音はできない。/ɑ :/と/ɑ /は米音では長短の違いだけである（米音/ɑ /にたいする英音は/ɒ /である）。
中舌低開非円唇弛緩母音/ʌ/は米音よりも英音の方が舌を低い位置にして発音する。英音の方が日本語
の「ア」とほぼ同じ位置である。強めに「アッ」と発音すると/ʌ/の音質に近くなる。中舌中半開非円
    4  
i: 
ɪ  
u: 
ʊ  
ə  
ə  
唇弛緩母音 
/ə, ɚ/はschwaという名前の弱母音である（/ɚ/はhooked schwaと呼ばれるR付き母音で、米方言である）。 
弱母音は日本語に存在しないため、聞こえづらく感じる音である。英語母語話者は/ə/を口を半開きにし
て弱めに発音するので日本人学習者は当てはまりそうなスペルを想定する。発音する際もスペルどおり
の発音をしてしまう傾向が強い。例えば'oppose'なら/opoʊ z/（正確には/əpoʊ z/)、'about'なら/abaʊ t/
（/əbaʊ t/)、'ability'なら/abiliti/（/əbɪləti/）とすることが多い。/ə/は口の構えは同じであっても聞く側
の印象はどんな音にも聞こえてしまう不思議な音である。弱強勢の母音はほぼ全て/ə/で発音されるので、
正確に発音記号を意識して練習する必要がある。 
 
2-2. 日本語「イ」の代用範囲と発音練習における注意点 
 
 Fig.5は日本語「イ」の代用範囲である。 
 
 
 
 
 
      Fig 5. 日本語「イ」の代用範囲 
 
舌の高さから見ると/i:/と/ɪ/の中間位置に「イ」がある。前舌高閉鎖非円唇緊張母音/i:/は「イ」よりも中
舌を硬口蓋に近づけ口角を横に引っ張るようにして発音する。前舌高閉鎖非円唇弛緩母音/ɪ/は「イ」の
領域と「エ」の領域の中間位置にあるため，口角の緊張を緩めて若干「エ」寄りに発音してみるとよい。
その際舌先は/i:, ɪ/ともに下歯に付けた状態を保つよう心がける。また、「イ」と「イー」は長さの違い
だが、/i:, ɪ/は音そのものの構えが違い、単なる長さの違いではないことに注意したい。 
 
2-3. 日本語「ウ」の代用範囲と発音練習に置ける注意点 
 
 Fig.６は日本語「ウ」の代用範囲である。 
 
 
 
 
 
      Fig 6. 日本語「ウ」の代用範囲 
 
舌の高さから見ると/i:/と/ɪ/と同様に/u:/と/ʊ/の中間位置に「ウ」がある。後舌高閉鎖円唇緊張母音/u:/は
「ウ」と違って円唇である。/ɯ/は第二次基本母音に属するため、円唇性が少ない。唇を丸めて突き出
し、声道を長く取る練習をする必要がある。後舌高閉鎖円唇弛緩母音/ʊ/は舌の高さが「ウ」と「オ」の
中間位置にあり、/u:/より唇の突き出しを緩ませて発音する。唇を丸めると、舌が自然に後方に引っ張
られ後舌が盛り上がる発音形態となるが、日本語は「ウ」が円唇ではないので「イ」「ウ」と連続で発
イ 
ウ 
    5  
e エ 
o 
ɔ
: 
オ ə  
音するとわかるように、舌に動きが見られない。この特徴が/u:/と/ʊ/に転移するため、たとえ円唇の練
習をしても舌の動きがあまり見られないことが音声解析ソフトのデータで確認できる。日本語っぽい浅
い感じの発音を避けるには前後の舌の盛り上がりや口の奥の空間を大きくとる練習をする必要がある。 
 
 
2-4. 日本語「エ」の代用範囲と発音練習に置ける注意点 
 
 Fig.７は日本語「エ」の代用範囲であるが、前舌中半開非円唇弛緩母音/e/とほとんど似た位置で発音
するため失敗の少ない母音である。 
 
 
 
 
 
Fig.７. 日本語「エ」の代用範囲 
 
/e/の方が「エ」よりも舌の到達点が前寄りで下がるため、舌先を下歯に付けたままで発音練習するとよ
い。 
 
2-5. 日本語「オ」の代用範囲と発音練習に置ける注意点 
 
 Fig.８は日本語「オ」の代用範囲である。二重母音/oʊ/の開始音である/o/は日本語母音表記と同じだ
が、位置は若干異なる。英語も日本語も後舌であるが日本語の方が中舌寄りであり、円唇も弱い。英語
では単音で発音されることがないので今回は対象母音から除外する。 
 
 
 
 
 
Fig.８. 日本語「オ」の代用範囲 
 
後舌中半開円唇緊張母音/ɔ :/は「広いオ」と言われており、「ア」と「オ」の中間に位置する明るい
音質である。日本語の「オ」は弱円唇のため後舌の盛り上がりが少ないので、唇を広めに開けて唇を丸
め、軟口蓋を持ち上げるようにすると発音に奥行きが出てくる。 
 以上、ここでは英語の単一母音への日本語母音の代用範囲と注意点を述べてきたが、発音記号が同じ
でも母音空間における位置に若干の違いがあることと、日本語「ウ」「オ」は弱円唇であることから舌
の動きに違いが出て英語母音の習得に困難をきたすことが理解できる。大切なことは、練習に際して「日
本人なのだから日本語らしい発音になっても仕方がない」と目標レベルを下げないことである。発音記
号の理解と正確な音声実現の一致は、練習を重ねることで達成できることと思われる。 
 学習者が発音を勉強し、練習した後矯正ができたかどうかの確認は、主に担当教員の耳によって行わ
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Fig8. Ladefoged(1993:193）アメリカ人の8個の母音の
フォルマント周波数 
Fig 9. Ladefoged(1993:197) Fig 8のフォルマント周波数
をもとに作成された母音チャート 
 
れるが、学習者自身が自分の発音を可視化して矯正することもできる。次項では音声解析ソフトPraat
を使用した指導法と日本人学習者の発音傾向を提示する。 
 
 
 
３． Praatによる矯正方法と日本人学習者の発音傾向 
 
 少人数でPCが使用できるなら、学習者自身が自分の音声ファイルを作成し、音声解析ソフトPraatで
発音状況を確認することも可能である。Praatはフリーでダウンロードできるので、間単に手に入る。使
用法はPraatのURL（http://www.fon.hum.uva.nl/praat/)と平坂（2009）を参考にした。 
 平坂（2009：108）は調音とサウンド・スペクトログラフのスペクトルの関係を次のように説明する。 
「母音の音質の差異が生じる要因は、舌の最高点の高さと位置の起因する声道の形状によって生み出さ
れる共鳴特性の差異によるものと言うことができる」。つまり、一人一人の声道の違いによって生じる
サウンド・スペクトログラフは様々に変化する。このような母音のスペクトログラフには、同じような
周期性を持った波形による倍音構造が現れる。この倍音は濃い横縞となりそれをフォルマントという。
フォルマントは低い方から順番に、第一フォルマント（F1)、第二フォルマント(F2)、、、と呼ばれてい
る。（Ladefoged 1993:192-196） 
 学生自身の音声ファイルを解析し、出力されたデータからF1（口の中の舌の位置が高ければ低いフォ
ルマント周波数となる）、F2（発音の際に舌の最高点が口の前寄りの場合はフォルマント周波数が高く
なり、後寄りの場合は低くなる）の数値を調べ、Ladefoged(1993:198)の母音チャートに書き込むと、自
分のオリジナル母音四角形が作成できる。アメリカ人の典型的数値と比べて自分の調音がどれくらいず
れているのか可視化ができる。Fig8、9はLadefoged(1993:193, 197)によるアメリカ人の典型的数値とその
数値をもとに作成された母音四角形である。 
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・i: 
Vowel i: ɪ  e æ ɑ : ɔ : ʊ  u: 
F2 1892 1974 1823 1625 1526 1018 1611 1308 
F1 442 560 797 1020 987 665 510 490 
F2 - F1 1450 1414 1026 605 539 353 1101 798 
 
・ɪ  
Vowel i: ɪ  e æ ɑ : ɔ : ʊ  u: 
892 97 8 3 1625 1526 1018 61 1308 
F1 442 560 797 1020 987 665 510 490 
F2 - F1 1450 1414 1026 605 539 353 1101 798 
 
・e 
Vowel i: ɪ  e æ ɑ : ɔ : ʊ  u: 
F2 1892 1974 1823 1625 1526 1018 1611 1308 
F1 442 560 797 1020 987 665 510 490 
F2 - F1 1450 1414 1026 605 539 353 1101 798 
 
・æ 
Vowel i: ɪ  e æ ɑ : ɔ : ʊ  u: 
F2 1892 1974 1823 1625 1526 1018 1611 1308 
F1 442 560 797 1020 987 665 510 490 
F2 - F1 1450 1414 1026 605 539 353 1101 798 
 
・ɑ : 
Vowel i: ɪ  e æ ɑ : ɔ : ʊ  u: 
F2 1892 1974 1823 1625 1526 1018 1611 1308 
F1 442 560 797 1020 987 665 510 490 
F2 - F1 1450 1414 1026 605 539 353 1101 798 
 
・ɔ : 
Vowel i: ɪ  e æ ɑ : ɔ : ʊ  u: 
F2 1892 1974 1823 1625 1526 1018 1611 1308 
F1 442 560 797 1020 987 665 510 490 
F2 - F1 1450 1414 1026 605 539 353 1101 798 
 
・ʊ  
Vowel i: ɪ  e æ ɑ : ɔ : ʊ  u: 
F2 1892 1974 1823 1625 1526 1018 1611 1308 
F1 442 560 797 1020 987 665 510 490 
F2 - F1 1450 1414 1026 605 539 353 1101 798 
 
・u: 
Vowel i: ɪ  e æ ɑ : ɔ : ʊ  u: 
F2 1892 1974 1823 1625 1526 1018 1611 1308 
F1 442 560 797 102  987 665 510 490 
F2 - F1 1450 14 4 1026 605 539 353 1101 798 
 
                                            
 
Fig8は8個の母音/i:, ɪ, e, æ, ɑ :, ɔ :, ʊ , u:/のフォルマント周波数である。一番下から順にF1、F2、F3とな
っている。Fig9はこの数値をもとに母音チャートに各音のポイントを取った図である。縦軸がF1、横軸
がF2－F1となっている。 
 筆者は2010年から16年までの6年間、授業で学生（約400人）の母音測定を行った経験があるが、日本
人学習者の発音の一傾向を見ることができた。Fig10はアメリカ人の母音空間に日本人学生の音声デー
タを書き込んだものである。学生全員の数値は当然皆違うので本稿では一例のみ示した。 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                       （日本人学生のフォルマント数値：2010年実験実施） 
 
        Fig10. アメリカ人と日本人学習者のフォルマント数値のずれ 
       点線で結んだ音はアメリカ人による発音、実線は日本人学習者によるもの 
  
 
Fig10を見ると、日本人学習者はアメリカ人の発音位置と次の点で相違する。それは前舌母音/e/の中舌
化、/æ/の後舌化、/u:, ʊ /の中舌化である。日本人学習者のこれら３つの母音の位置は前項に挙げた発
音の注意点と合致するところがある。/e/の中舌化は「エ」の位置が影響しており、/u:, ʊ /については
「ウ」の弱円唇の影響による舌の動きの弱さによるものであると推察できる。/æ/については舌先が下
歯から離れ、「ア」の位置に引っ張られるせいであると思われる。このデータから考え出される矯正法
Vowel i: ɪ  e æ ɑ : ɔ : ʊ  u: 
F2 1892 1974 1823 1625 1526 1018 1611 1308 
F1 442 560 797 1020 987 665 510 490 
F2 - F1 1450 1414 1026 605 539 353 1101 798 
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は、一つ目として前舌母音は舌先を下歯に固定した状態を保ち、口の開閉で細かく位置を調節すること
である。これによりF1の数値が安定する。二つ目として後舌母音は円唇をしっかり作り舌を後方に引っ
張る形を意識して作ることである。これによりF2の数値が低い位置で安定する。実際にそのような矯正
を行ったあと、再度取ったデータを以下に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（日本人学生のフォルマント数値：2010年実験実施） 
  
Fig 11. 日本人学習者のフォルマント数値による母音チャート（練習期間3カ月） 
 
Fig11を見ると前舌母音に関してはアメリカ人のデータと変わりない位置にまで改善されているが、後
舌母音に関してはなかなか改善が見られない。後舌を意識し過ぎたせいか/ɑ :/の舌の位置が若干高くな
り、/ɔ :/も中舌化している。/u:, ʊ /は予想通り中舌化が矯正されていない。ここでわかることは円唇
の特徴が舌の可動域に影響し、特に舌の前後運動に制限を生じさせていることである。学習者の音声干
渉として残り、多言語の習得の際改善に時間がかかることを示している。他の学習者のデータも似た数
値、母音の形になることが多かった。可視化は明確に自分自身の発音を映し出す。上手に音声解析ソフ
トを利用して自分の傾向をつかむことは有効と思われる。 
 
 
４． まとめ 
 本稿では英語母音（単一母音のみ）の習得方法について、日本語の5母音の英語母音への代用範囲と
発音練習における注意点及びPraatによる音声解析ソフト利用法と実際の学生の音声データから矯正の
Vowel i: ɪ  e æ ɑ : ɔ : ʊ  u: 
F2 2318 2309 2166 1860 1191 1227 1578 1727 
F1 385 438 665 810 701 479 364 486 
F2 - F1 1933 1871 1501 1050 490 748 1214 1241 
・i: 
 ・ɪ  
 
・e 
 
・ʊ  
 
・æ 
 
・u: 
 
・ɔ : 
 
・ɑ : 
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方向性を見た。日本語の母音の中では「ア」の代用が最も多く、改善法としては発音記号の違いと母音
空間の使い方の違いを正確に理解することが大切であることを述べた。さらに客観的な矯正法として、
音声解析ソフトの利用を挙げ、直接学習者が自分自身の発音状況に接することで舌の動きや口の開閉を
意識し、発音が改善されていく状況を示した。 
 PCの環境で学習できなければ学習者が自分の英語母音の発音状況を可視化できないため、学習者の
練習の成果は最終発音テストで教員にの「耳」に頼ることになる。教員は発音された音がどのような口
の形、舌の高さ、円唇具合といった各ポイントを「聴く」だけで判断するスキルが必要となる。「相手
が理解しやすい発音」を身につけるまでは多くの試行錯誤を繰り返すことになるが、日本語の音声干渉
を少しでも改善し自信をもって人前で英語の発音ができるよう、洗練していく努力を続けて欲しいと願
う。 
 今回は単一母音の習得についてのみ述べたが、授業では先に挙げた(4)の子音、(5)から(8)のプロソデ
ィについても現象説明を行ったあと矯正を行っている。他者とのコミュニケーションにおいてプロソデ
ィは話者の心理的側面と関わる部分があるので十分な理解が必要である。強勢やイントネーションの練
習にもPraatを使用することができる。Pitch曲線を見て、相手がどのようにこちら側の音声を聴いている
のか確認できるので、矯正も比較的簡単にできる。発音教育に向けて今後も様々な視点をもって臨みた
い。 
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